青明舎　　フェイスシート

	登　録　者
	氏　名　　淡路　智恵子　様　　　男・女　　　　　昭和30年7月12日生（50歳）

	
	〒　　住　所　グループホーム　あおぞら　　　　　　　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	Ｈ９年５月頃(４２歳頃)
	罹 患 期 間
	約８年　

	
	入院回数
	　１回
	延べ入院年数
	約２年

	医療機関
	　青南病院　（主治医　川端Ｄｒ　　）
	外来受診日
	水曜日（毎週）

	医療区分
	　生保
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（２級）

	年　　金
	有・無　　　

	GH入所年月日
	Ｈ１3年　5月　１1日
	身長
	165cm
	体重
	62Kg

	最終学歴
	千葉学園高等学校卒
	免許・資格
	

	職　歴
	千葉県鴨川グランドホテル（２年）、アンデス電気（２年）、八戸電子工業株式会社（４年）

	保　護　者
	氏　　名　　淡路　克博　　　様　　　　　　続柄　兄　　（同居　・否）

	長期目標

・再発を防ぎながら、現在の生活を継続する

	入院・治療歴

①Ｈ９．５～Ｈ１１．５　入院　　　青山荘

⑫H１１．５～　　　　　外来　　

	生活歴  

　高校卒業後上京し2年で帰郷。その頃より幻聴・被害妄想が出現していたが、未治療で経過。その後の生活は職を転々とする状態であった。兄夫婦と同居し生活の援助を受けていたがＨ9年頃より、易怒・興奮・奇行（過食）を生じ、Ｈ9.5.22～Ｈ11.5.3まで当院へ入院。退院後は青山荘へ入所し、デイケアへも通所開始となっている。Ｈ13.5.11青山荘を退所し、グループホームあおぞらへ入居。外来通院とデイケアへの通所を継続している。

	家族構成





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　父親がＳ６２年に、母親がＨ８年に他界。Ｈ２年頃までは母親と一緒に生活していた。その後１人暮らし、Ｈ４年頃から兄夫婦と同居することもあった。金銭の管理は兄が行っており、本人が月に１度兄宅へ生活費を取りに行っている。

妹は既婚しており夫と６人の子供がいる。盆、正月また祝日には妹宅へ出掛けたり泊まってくることもあり交流は多い。

　本人「いずれはグループホームを出てアパートで暮らしたい」という希望を持っている。兄に話すが反対されたとのこと。




青明舎施設処遇会議①

平成　18　年　6月　19　日　（　月　）

	氏　名
	淡路　智恵子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和30年　7月　17日（50歳）


	問題点
	介入方法

	1 イライラ感やストレスを溜め込む

タバコの本数が増えてしまう
	・ グループホーム訪問時の生活状況の確認

· デイケアへの情報収集と情報提供

· 相談できる時間の確保（来所時）

· 外来受診時の様子の情報収集と情報提供

	②　金銭のトラブルの可能性がある
	· お金の使途についての振り返りと指導

· お金に対する発言についての声掛け

	
	


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	現在、月～金デイケア利用、水曜日外来受診。毎週水曜日はグループホーム訪問日。

●グループホームでの生活　
　生活のリズムは概ね安定している。グループホームでの掃除や食事作りの当番をきちんと行っている。

　人間関係は普段は概ね良好である。しかし禁煙をしたときにイライラ感を訴え、特定の人の言動が気にする発言が聞かれる。本人にとって相談できるのは同じグループホームの其田氏。其田氏には高額とはなっていないが金銭の部分（交際費）で頼ってこともしばしばみられる。

●金銭管理

　金銭管理は兄が行っており、月に６万円で生活をしている。（入居費２万円、タバコ代１万５千円、食費１万５千円、その他１万円）訪問時に本人から「お金がなくて」と訴えてくることが多い。また使えるお金はあるが、お金が少なくなる事で他の人にねだることが度々みられる。タバコ代１万５千円について本人気にしているが、精神的な安定を図るため減らすことができないとの事。

●健康管理

　体重はやや標準体重を保っている（標準体重５９Ｋｇ）。喫煙は１日に１箱半から2箱吸っている。本人タバコ代もお金が多くかかっているため、少しは減らしたいと話す。しかしタバコを止めることによって、自分が叫んだり、怒鳴ったりするようになるのではないかという不安感を持っており、どうしてもやめられないとの事。タバコを今のまま止めたくない気持ちもあり、主治医には相談できていないとのこと。胸から様々な声が聞こえるなど幻聴の訴えがあるが、幻聴の訴えについては主治医に相談できている。

●外来受診

　外来受診では、体調については主治医に話している。特に頭痛持ちであるため、頭痛の訴えが多い。

●デイケアでの様子

　デイケアへは、遅刻、欠席はほとんど無く通所できている。頭痛により体調不良を訴えることがある。

メンバーとの交流は積極的に図っている。


プラン計画者　氏名：　小田　朱里
　





　





　





　











◎　本人








